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1. 序論 

 バレイショを調理する際には芽を取る作業（芽かき）をしなくてはならない。これは, 萌

芽に伴って芽の周辺部で増加したソラニンという有毒物質（岩間, 2000）を取り除き, 食中

毒を予防するためである。しかし, 芽が大きく成長してしまえば, それを取り除くことで廃

棄率が増え, その分可食部を減らす（風見ら, 2000）。このことは, 食品ロスにもつながる。 

 この厄介なバレイショの萌芽や萌芽後の芽の伸長を防ぐ方法の一つに低温貯蔵がある。

これによって, 内生休眠の明けたバレイショ塊茎は強制休眠期間に入り, バレイショの萌

芽時期を遅らせることができる（風見ら, 2000）。この方法は, 冷暗所さえ確保できれば一般

家庭でも容易に行うことができるため, 最もよく知られた方法と言える。 

 一方, エチレン存在下でバレイショを貯蔵することで, 萌芽後の芽の伸長を抑制するこ

とができる（British Potato Council, 2006）。これは, エチレンが芽の細胞を伸長方向に対

して垂直方向に肥大させ, 結果として芽の伸長を抑えるためである（遠藤ら, 2017）。この方

法については先行研究も多く存在し, 食品加工業界では多用されている。ただ, 一般家庭に

とってエチレンは容易に入手できるものではなく, 家庭での使用に適した方法とは言えな

い。よって, この方法を家庭でも可能にすれば, 新たな貯蔵方法として提唱できるのではな

いかと考えた。 

エチレンによる伸長抑制方法を可能にする手がかりとして, 「リンゴから放出されるエチ

レンを用いることで, バレイショの芽の伸長抑制が可能である」という通説がある。これは, 

リンゴが成熟による呼吸量の増加に伴いエチレン生成量を増大させ, 多量のエチレンを放

出するようになる「クライマクテリック型」の果実（立木, 2011）であることが根拠となっ

ている。よって, この通説の裏付けとなるような, 科学的に信頼に足る先行研究は見つかっ

ていない。 

 以上のことから, 「リンゴを用いたバレイショの芽の伸長抑制」は可能であるのか, さら

に, 家庭で利用することを想定して, リンゴの可食部の利用を避け, リンゴの残渣である皮

のみを利用した場合でも同様の効果があるのか, という二点について調べることを目的に

本研究を開始した。 

 

 

 



2. 材料および方法 

[ 実験Ⅰ ] 

材料 

 実験には, 2019 年 12 月に市販されていた北海道羊蹄産のバレイショ「男爵薯」と,  同じ

く 2019 年 12 月に市販されていたリンゴ「ふじ」, １月に市販されていたリンゴ「シナノ」, 

２月に市販されていたリンゴ「王林」（いずれも国内産）を用いた。リンゴは, 各々の果実

のエチレン放出を示す先行研究が閲覧でき, かつ実験実施時期に入手可能であったものを

選定した。 

実験日 

「ふじ」を用いた実験は 2019.12.27～2020.1.21 の期間, 「シナノ」を用いた実験は

2020.1.8～2.13 の期間, 「王林」を用いた実験は 2020.2.6～3.19 の期間に行った。 

実験方法 

当実験では, 同一のプラスチック容器（約 12L）6 箱を用意し, うち 3 箱はリンゴ果実と

バレイショ塊茎を入れた「リンゴ有区」, 残り 3 箱はバレイショ塊茎のみを入れた「対照区」

とした。 

まず, バレイショを頂部から基部にかけて二分割し, 一方の断片はリンゴ有区に, もう一

方の断片は対照区に入れた。リンゴ果実については梗
こう

窪
あ

から萼
がく

窪
あ

にかけて縦断して三分割

し, リンゴ有区各 3 区に 1 片ずつ入れた。以上の操作により, リンゴ有区 1 区あたりにはバ

レイショ塊茎 2 分の 1 個が 7～10 片と, リンゴ 3 分の 1 個が 3 片入っており, 対照区 1 区

あたりには同数のバレイショ塊茎 2 分の 1 個が入っている状態にした。その後, 容器に蓋を

して観察を開始した。この日を観察開始後 0 日目とする。 

ここで, バレイショを分割した理由は, バレイショの個体差による結果への影響を防ぐ

ためである。バレイショの萌芽開始時期や芽の数, 伸長の度合いなどは個体差があり, 結果

に影響する。そのため, 対照区とリンゴ有区で用いるバレイショを同じ個体にし, この問題

点を回避した。また, リンゴを三分割した理由も同様である。 

 また, 萌芽開始後 4～8 日毎に容器の蓋に空けた穴から容器内のエチレン濃度を測った。

測定後, 蓋を開けてバレイショの芽の数を数えた。記録後は再び蓋を閉め, 測定用の穴をア

ルミテープで塞ぐことでエチレンの漏出を防いだ。なお, Prange et al.（1998）, Daniels-

Lake et al.（2005）を参考に, 萌芽数は長さ 5 ㎜以上の芽の数と定義した。 

リンゴ有区と対照区間のバレイショの萌芽数に関する比較には, 対応のある t検定を用い

た。 

 

[ 実験Ⅱ ] 

材料 

実験には, 2020 年 5 月に市販されていた北海道産のバレイショ「男爵薯」と, 2020 年 5

月に市販されていた青森県産のリンゴ「シナノ」, 青森県産のリンゴ「王林」を用いた。 



実験日 

「シナノ」を用いた実験, 「王林」を用いた実験ともに 2020.5.20～5.31 の期間に行った。 

実験方法 

実験と同様に対照区とリンゴ有区を用意した。ただし, 今回の実験ではリンゴ有区の容器

に, リンゴ果実 1 個を入れる代わりに果実 1 個分のリンゴの皮を入れた。 

操作は実験Ⅰと概ね同様であるが, 当実験ではエチレンの測定は行わなかった。 

 

 

3. 結果 

[ 実験Ⅰ ] 

萌芽数は, 「ふじ」「シナノ」「王林」の実験のほぼすべての観察日において, リンゴ有区

の方が対照区よりも芽が少なかった（図 1, 2, 3）。ただし, 「王林」を用いた実験の観察 42

日目では, リンゴ有区の方が対照区より芽の数が多かった（図 3）。 

なお, エチレンはどの区画でも測定できなかった。 
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[上段左] 
図 1． 
対照区と「ふじ」有区の萌芽数の推移（n=21） 

[上段右] 
図 2． 
対照区と「シナノ」有区の萌芽数の推移（n=21） 

[下段] 
図 3． 
対照区と「王林」有区の萌芽数の推移（n=29） 
 
※図中の「＊＊」は対照区とリンゴ有区間
に 5％水準で有意差が認められることを, 

「＊」は 1％水準で有意差が認められる
ことを示す。 



[ 実験Ⅱ ] 

「王林」, 「シナノ」両品種のほとんどの観察日において,リンゴ皮有区と対照区の間に萌

芽数の有意差は認められなかった（図 4, 5）。ただし, 「シナノ」を用いた実験の観察 3 日

目では, リンゴ皮有区の方が対照区より萌芽数が有意に少なかった（図 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 考察 

(１) リンゴが放出したエチレンによるバレイショの芽の伸長抑制効果について 

実験Ⅰのほぼすべての観察日において, 対照区よりリンゴ有区の方が萌芽数が少なかっ

た。このことから, リンゴによるバレイショの芽の伸長抑制効果はあると考えられる。 

ただ, 容器内のエチレン濃度を測定できなかったため, 当実験だけでは伸長抑制効果が

エチレンによるものと断定できない。しかし, 以下のことから当実験においてリンゴはエチ

レンを放出している可能性が高く, この効果はエチレンによるものだと考察する。 

 実験Ⅰで使用したリンゴ 3 品種（「ふじ」「シナノ」「王林」）は, どれも先行研究において

エチレン放出が認められている品種である。また, Tatsuki et al.（2006）にて, 「ふじ」か

らは収穫後 10 日頃に最大約 12nl/g/hr, 「王林」からは収穫後 30 日頃に最大約 115nl/g/hr

のエチレンの放出が報告されている。また, 小松（2018）にて引用される長野県（2016）の

研究結果によると , シナノゴールドから貯蔵後 120 日目に最大約 455ml/kg/hr

（=455000nl/g/hr）のエチレンが放出されている。さらに, 確認のため簡易的に行った測定

実験では, 同 3 品種のエチレン放出が認められた（一日の平均エチレン放出量：「ふじ」

5.04nL/g/日, 「シナノ」28.08nL/g/日 「王林」95.52nL/g/日）。これらを踏まえ当実験の結

果を検討すれば, バレイショの芽の伸長抑制を, リンゴが放出したエチレンによるものと

する考察は妥当である。 

図 4． 
対照区と「シナノ」皮有区の萌芽数の推移（n＝30） 

図 5． 
対照区と「王林」皮有区の萌芽数の推移（n＝30） 
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※図中の「＊＊」は, 対照区とリンゴ皮有区間に 5％水準で有意差が認められることを, 「n.s.」は有
意差が認められないことを示す。 



ただし, エチレン以外の物質がバレイショの芽に影響を及ぼしている可能性も考えられ

る。萌芽抑制効果や芽の伸長抑制効果を持つ植物ホルモンとしては, エチレンの他にアブシ

シン酸が挙げられる。しかし, 気体として大気中に拡散するエチレンとは異なり, アブシシ

ン酸は細胞膜間の輸送によって植物体内を移動する。したがって, アブシシン酸が他の植物

個体に働きかけることは不可能である。このことから, 当実験でバレイショの芽の伸長抑制

を行っていたのは, エチレンであると結論付けられる。 

 

(２) リンゴの残渣である皮のみを用いたバレイショの芽の伸長抑制の効果について 

実験Ⅱでは, 両品種のほぼすべての観察日において萌芽数について差異は見られず, リ

ンゴ果実一個分の皮のみを用いたバレイショの芽の伸長抑制効果は認められなかった。こ

れは, 皮のみからのエチレン放出量が, りんご本体からのエチレン放出量よりも少なく, 伸

長抑制に必要なエチレン量を満たしていないためと推測される。押田ら（2011）は「エチレ

ン濃度が 1ppm を下回ると萌芽抑制効果（中略）が通常, 劣る」と述べており, エチレン濃

度の不足が伸長抑制効果の減少に繋がることが分かる。このことからも, 皮のみからのエチ

レン放出量が少ないために, 伸長抑制効果が認められないという推測は妥当と考えられる。 

 また, 実用性という面でもう一つ考慮しなくてはならないのが, バレイショにカビが生

えることである。当実験では, 実験を十分な期間継続できるよう, 抗菌シートを貼ることで

バレイショ塊茎の断面でのカビの発生を防いだ。しかし, 塊茎の皮にはややカビが生えてし

まい, 特に対照区に比べリンゴ有区で顕著に見られた。その理由は, リンゴから出る水分に

より容器内の湿度が高まったことであると考えられる。これを防ぐには, 容器内の通気性を

上げるなどの対処が必要となるが, エチレン濃度を維持することも考慮しなくてはならな

い。 

このように, リンゴの皮のみを用いたバレイショの伸長抑制方法を確立するには, 未だ

使用する皮の量や容器など貯蔵方法の検討が必要である。 

 

 

5. 結論 

 序論で前述したように, リンゴが放出するエチレンを利用したバレイショの萌芽抑制方

法を科学的に実証した先行研究はない。しかし, 実験Ⅰの結果より, 理論上可能とされてい

た「リンゴ果実と共に保存すれば, バレイショの芽の伸長抑制が可能である」という通説を

裏付けることができた。 

また, 実験Ⅱの結果より, 可食部を除いたリンゴ果実一個分の皮では, 伸長抑制効果が見

られなかった。これらのことから, リンゴを用いてバレイショの芽の伸長抑制効果を示すに

は, 現段階ではリンゴ果実の本体を用いる必要があるということになる。 
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